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南海トラフ近傍に設置されたDONETや長期孔内観測システムによって、海溝型巨大地震固着域の浅部延長上

のプレート境界面上において、スロースリップイベント (SSE) が繰り返し起きていることが明らかとなってい

る (Araki et al., 2017; Ariyoshi et al., 2021a)。昨年の秋季大会の講演では、2020年3月に発生したSSEについ

て、黒潮蛇行によってトラフ軸付近の海底圧力が減少したことで浅部側まですべりが延伸し、SSEが終息する

タイミングで海底圧力がすべり域全体で増加したことを指摘した (Ariyoshi et al., 2021b)。本講演は、この特

徴が過去の事例についても当てはまるのか検証することを目的としている。 

 

その中で今回は、2012年2月のSSEと、2013年3～7月のイベントに着目した。2012年のSSEは、規模が同程

度の他のSSEに比べて継続時間が有意に長い特徴がある。2013年のイベントは、DONETのBノード付近で海底

圧力計に局所的な変化が生じたことが指摘されているが (Suzuki et al., 2017)、プレート境界面上でのすべり

であるとすると、Mw６程度のSSEであったことが期待される一方で、スロー地震活動に顕著な活発化はみられ

ていないという矛盾を抱えている。 

 

そこで、海洋モデル (JCOPE)を適用し、海底圧力の海洋変動成分を算出した。その結果、両期間中に黒潮蛇行

が通過し、中規模渦と呼ばれる時空間スケール（数十～数百km、数日～数十日程度）で海洋擾乱が生じている

ことを確認した。2012年2月のSSEでは、海面高度の低下と共に海底圧力が減少し続けており、これが長い継

続時間をもたらした要因の一つと考えられる。2013年のイベントでは、急激な海底圧力の変動がみられてお

り、これによりBノード直下にある海山周辺の地殻流体が移動し、局所的な膨張が生じたと考えると、局所的

な海底隆起が説明できると考えられる。 

 

これらの解析を検証する際に、スロースリップイベントや余効すべりは、海洋擾乱の中規模渦と同程度の時空

間スケールとなっていることが分かった。このことは、海底地殻変動の多様性を理解するために、気象海象の

擾乱などの影響も考慮する必要があることを示している。そこで我々は、スロースリップイベントの誤検知リ

スクの軽減や終息時期の予測向上を図るため、統合的な解析環境の構築を進めている。
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